









































































いま企業数を n として，この製品差別化された市場における第 i企業に
対する市場需要関数を
Xj=Dj(p)， i= 1 ，…， n 
とする。ただしP=(PJ' ・1 丸)であり， pjは第 i企業が自己の製品に付け
る価格とする。また X=(xJ，…， Xn)とおく。ただしめ-は第 i企業の生産量






〔仮定 1Jー2"=Dji (P)く 0，ー2=Djj(p)> 0 apj -. 'r / - -， apj 























H抱一 1 =丸一 1・Dn-l(tl' …， ρ時一 1，Pn(tl， …， ρn-1 )) 
-c時一 1(Dnー 1(tl' …，丸一 1，Pn(tl' …， Pn-1 ))) 
で与えられる。したがって最適条件は
aI.，-1 

















となる。この式を満たす丸一 lは ρ1，…，丸一 2の値に依存するので，




H九 ρ釘i. Dj(ゆρlい….一 ρおiれ， ρあi+1 (ゆρlい….一 ρおi)λ ….υ ρ丸n(ゆρlい一….一"， Pあおi
ρあi+川1(ωp い .一… ρおj)λ 一…. ρ九n一叶tCψP1い….一 ρムn一2) ) ) 
-Cj(Dj(P1，…))， i= 1，…， n 
となる。また最適条件は
ari 
~ I Pk=Pk(P 1，…， Pk-1) = 0， i= 1 ，…， n， k=i+ 1 ，…， η(2) 
api 
より，第 i企業のつける最適価格おはル…，釘-1の関数となり，それは








あ=あi(Pl1，ρ2 (Pl1 ) ， pj -1 (Pl1 ，ρ2 (Pld，…) ) ， 
i= 1 ，…， n (4) 
と書くことが出来る。またそのときに各企業が得る利潤は
rj=ρj(Pl1 ，ρ2 (Pl1 )，…， Pj-1 (P11' …) ) 
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XDj(pll' …， Pn(pll' …，)) -Cj(Dj(Pl，…，九(Pll' …)) ) ， 













~ OPi oXj I oXj 
〔仮定 3J エど立・ー+一一く 0，i= 1 ， n. 










このとき企業 2の追随価格がわゆ1) であれば，企業 2の利潤は
II2=ρ2・D2(Pll' ρ2 (Pl ) ) -C 2 (D 2 (Pl ，ρ2 (Pl ))) 
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で与えられる。またそのときの企業 2つける最適な追随価格的は
oII? / .， " • /.月D，、




とおし一方企業 1は自己の付ける先導価格 p11に対し企業 2は(7)と反応す
るので，自己の利潤は




ー~=D1 (P1'必 (pd)+(ρ1-C'I) 
ap1 








すると，企業 lの先導性を選択したときの個別需要関数 Xl1は，企業 2が企
業 1の先導価格 p11に対して(7)と反応するので，







の~ _aD 1 ゆ~ (釣)め =D11く 0，dpi. api. -.L.>'11 
dX1l _ aD 1 (Pl ，め (Pl) ) φら
=Dll+DI2~巴f..く Odp1l ap1l .， U ' .，1 "dp1l 
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〔補助定理〕 いま 2つの需要関数1(P)， 12 (P)が
o >/1 (P) >/2 (P) 
を満たしこれらの需要関数に直面する企業の費用関数 C は，仮定 1を満
たすとする。この時各需要関数に対応する企業の利潤をIIゆ)， II2(P)とし，
その利潤を最大にする価格を釘(i=1， 2) とすれば
I 1 (れ )~II2(れ)







fIli (pfi (め)) > rr1l (tl ) 




T>吟ゆら(抗))>X12 (tfz (抗)) 





















r/l (P/l，めψ/1))=ρ/1・D1(P/l' め(P/l)) 
-C1 (D1 (P/l' め(P/l))) 
Hら(P/l，め (P/l))=め (P/l)・D2(P/l' め (P/l)) 




-C 1 (D 1 CJIt (抗)，め))
r/2 CJIt (め)，め)=め .D2 (〆i(め)，め)










r 2 (P/l ，〆1(め))=rrらゆら，〆1(め))-uらゆ/1) 
と表すことができる。この式についても企業 2の行動選択に関して，企業 1
の場合と同様の解釈をすることができる。ここで，
Brrd的，M(p/¥))一一組処Lf 1ム払単L_aD_Il  n 
apl2 dpらい D¥ aM (釣)J .， 1 
。D¥ I i" aD¥ dpt¥ (め)
-CJIt悦)-C'd五ζ+C'1 apt;cめ d，め (1。
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Brr 1 (め，P!2 (tl )) _ I LI r'" ¥ aD 1 = (tl -C' 1 L\.I/"';'.s.~ ¥ > 0 (1~ ap!2 (tll) 























DI (〆i(ρら)，め(折(め)) )くDd〆i(め)，め) (1~ 
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となるので，需要関数れは，企業 lの先導価格が抗であるときの企業 2の













X1 =D1 (P1' め(ρ11) ) 
は企業 lに関し，企業 2に対する需要曲線れの場合と同様の意味を持つ。
そして需要曲線引の傾きは，企業 1が先導性を選択したときに直面する個
別需要曲線 Xl1=D 1 (pl1 ， JY2 (Pl1 ))の傾きより小さく，さらに X1は，企業
2の先導価格がめであるときの，企業 1の(追随)個別需要曲線科(折(
め))より常に大きい。ゆえに①と同様の議論を行うことにより，
ρ11>〆i(pf2 (Pl1 ) ) ， 
め (Pl1)>め，
ρ11>〆i(め)， 




























































C*l (x 1 ) = C 1 (x 1 ) + e x 1 
と伝えると仮定する。ここにC1(Xl) は企業 lの真の費用関数であり，。は







(イ) この状況において企業 2が付ける先導価格を ρすとする。このとき企
業 1が取る生産行動は，この先導価格 ρすを所与として，自己の費用関数
C*l (Xl) 及び個別市場需要関数 Dl(Tl' p*.J) に基づいて最適行動をとる，
と企業 2は考えるであろう。それゆえ企業 1の生産量的 (P'1)は，企業 1
の追随価格を折(必)としたときの企業 lの利潤が
n*{=〆1. X*l -C*l (川)
で与えられるので，





X*{ =D 1 (t*{， ρす)
を満たすものであると企業 2は考えることになる。
(ロ) 一方企業 2が企業 1の行動をこのように考えているにもかかわらず，
企業 lが企業2の付けた先導価格 P'1を与えられたものとして，自己の真の
費用関数 C1(X1) に基づいて最適行動を取ったとする。そしてこのときに
企業 1が設定する追随価格を〆1(p*i) とすれば，企業 1の生産量 X1(似)
は，企業 1の利潤が
nf1 =ρf1 • X 1 -C 1 (X 1 ) 
で与えられるので，
dlIl df>ll 









xγ(t*{， P*i)くがi(p!i， p*i) if () > 0 ， 
x*{ (t*{， P*i) > xfi(p!i， p*i) if ()く O ~o) 
なる関係が成り立つ。何故ならば企業2からみた企業 1の限界費用関数は，
()> 0ならば上方に， ()く Oならば下方に I()Iだけシフトする。しかしながら








if ()> 0， 
if()く O
~1) 




x*i (t*{， p*i) > Xl2 (が1，必)
x*i (tγ，必)くぬ(p!i，必)



















企業 lが嘘をついたときと嘘をつかなかったときの，企業 1と企業 2の行動
結果の比較を行う。ここで企業 2の付ける最適な先導価格の記号を，企業 1
が嘘をついたときのものをρ*.j，嘘をつかなかったときのものをρらに，また
それに対応する企業 1の価格反応関数，生産反応関数をそれぞれ pγ，ptl' 
x*{， ふ~に改めることにする。 ρヲ， ργ，ぇγはこれまで使用してきた記号 p*.j，
P*{， x*{とまったく同じ意味を持つものである。
(ホ) まず企業 lが嘘をついたときと嘘をつかなかったときの，企業 2の
対応する個別需要量はそれぞれ，
対 (P*.J)= D 2 (P*{ (似)， p*.J)， 
Xl2 (pI2) =D2 <M (P12) ，め)
と書くことができる。これをそれぞれ似， ρらの関数と見なせば~~の関係が
そのまま使え，0> 0のときにはえず (Pら)>えら(め)， 0くOのときにはえす
(め)くえら(め)である。需要曲線は仮定 1より右下がりであるので，この






また企業 2の限界費用曲線は点(えらゆら)， p12) を通り，仮定 lより右上






()> 0のときにはム>ムホ>0，。く Oのときにはムくム事く Oが成り立つ。


































C1 (xd =α1 +b1X1 +C1Xr， 
C2 (X2) =α2 +b2X2 +C2X~. 
~5) 
ただし仮定 lを満たさなければならないので.a1.α2. b 1• b 2• C1. C2> 
Oとする。
一方この市場おける逆需要関数として，次のものを仮定する。
ρ1=α1 -s 1 X 1 -rX 2 •
ρ2=α2-rX1-s2X2・
。











となる。ここに αぃ α2，s 1，戸2，r とん，え2，μ1，μ2，Kの間には
A一α1s 2一α27 、一α2s1一αlr
sIs2-r2' A2 sIs2-r2' 
μ s2 s 1 





の関係が成立することは容易に確かめられる。仮定4によりん ，A 2，μ1， 
/12，κの値はプラスとなる。この市場需要関数は，代表的消費者の効用関数
が
U(Xl， X2) =αlXl +α2X2ーよ(s1 X t + 2 rX 1 X 2 + s 2 X ~ ) 
2 
であるとき，この消費者が消費者余剰[U (X 1， X 2 ) -P 1 X 1 -ρ2X2Jの最大
化を図るとすれば，そのときの均衡条件より，逆需要関数~Gが容易に導き
出され，それを Xl，X2に関して解けば仰が得られる。そして，
。2U/OXl dX2 =-rく O
となるので rの値は，この複占市場における各企業の生産物の聞の代替の尺
度を与える(酒井口6J)。
以上の前提の下で企業 1，企業 2それぞれの，企業 lが嘘をついた場合と
嘘をつかなつかた場合の均衡価格，均衡生産量を求めてみよう。
D1=与 μ1， D12=与=κ，
op 1 op 2 
D21=主主=ι D22=坐1.=-/11。IP1 ゐ OP2 ~9) 
製品差別化と企業間の費用情報の交換について 67 
c' 1 (x 1 ) = b 1 + 2 c 1 Xぃc'2 (x 2 ) = b 2 + 2 c 2 X 2 
より，企業 lが嘘をつかなかった場合の各企業の付ける価格及び生産量は，
企業 2の付ける先導価格をめとしたとき， (19)よりまず企業 1の追随価格，
追随生産量がめの関数として，
~f ~IC(ßl + 2cd 
れ lー 1+μ1 (s 1 + 2 Cl) 
IC 
川 l一1+μ1 (s 1 + 2 Cl) 
と求められる。ゆえに
I A1 (s 1 + 2 C 1 ) + b 1 
ρ包+
1 +μ1 (s 1 + 2 Cl) 
，え， -b，μ1 ρら+---"-'且.，
1 +μ1 (s 1 + 2 cd 
坐:L= κ(s 1 + 2 Cl) >O(定数)
dめ 1+μ1 (s 1 + 2 cd 
である。一方企業 2の最適条件よりめと到の聞の関係は，
ρL-lr 2 (s 1 + 2 cd (s 2 +C2) +r 2 (s 1 s 2 -r 2)μ 
2r(sl +cd (sIs2-r2)+ 2rsl (s2-t-C2)れ
。
。
2r(α2sl一α1r)(戸1+ 2Cl )(s2 +C2)+r {b2 (sl + 2Cl)+ (α2sl一αlr)}(sls2-r2LÇ3~ 
2r(sl +Cl)(sls2-r2)+ 2rsl (わ+C2)
となる。ここでÇ3~の右辺の第 1 項の分母，分子及び第 2 項の分子をそれぞ
れ L，M， N と置く。仮定 4より L，M， N> 0である。倒に側を代入す
ると，この価格先導性が行われている複占市場において企業 2が実際に付け
る最適な先導価格は，
ρL- Mb l +N+ (s 1 + 2 c d (MA 1 + N.μl)ω 
2 L+(sl+2cl)(Lμ1 -MIC) ， L+ (s 1 + 2 Cl) (Lμl-Mκ) 
と求められる。ここに L+(sl+2cl)(Lμ1-MIC) > 0である。ただし(Lμ1-
MIC)の正負に関しては確定できない。また企業 lが実際に設定する追随価格
祈，生産量がlは， C3 0) ， C31) ，こC33)を代入して求めることができる。
一方企業 1が嘘の費用情報を伝えた場合に企業 2が実際に設定する先導価









L+ (s 1 + 2 Cl) (Lμl-Mκ) 
B= κ(s 1 + 2 Cl)-， .A+ 
1 +μd戸1+2cd "'~， 1+μ1 (s 1 + 2 Cl) 
C-. ， ，. μ1 ・A-
1 +μ1 (s 1 + 2 cd 1 +μ1 (s 1 + 2 C 1) 
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{3~ 
である。ゆえに A， B > 0 であることは明かである。 C に関しては{3~の第
l式を第 3式に代入すると，
Cく oif Lμ1 >M，. 
C> 0 if LμlくM，.
{35) 
となる。そして企業 1の，嘘をついたときと嘘をつかなかったときの利潤の
差は~~で与えられるが，この利潤の差は{3~より 0 の 2 次関数として，
0・[(BC-C 1 C 2) 0 + {Bxti + C (pfi -b 1一2c1xti)}J 。
と書ける。ここで例を使うと，
κ(戸1+Cl) A I 十ClB-C1C f¥，¥P}_，I.-IJ +. ， 1 ，I.-lfl ， > 0 
1... 1 +μ1 (s 1 + 2 C 1 ) ~ ~， 1 +μdsl + 2 Cl) 
であり，また寡占市場の均衡価格決定においては一般的に，
折 -b1- 2Clxti =〆l一c'(xti) > 0 
が成り立つ。ゆえに{3~の{ }の中の値は，
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c >_ Bd1 ---r  ~正，








:XIi ，く c 主> ()は負の解を持つ， C39) 
B~ r-> C ~ ()は正の解を持つ 。
ことになる。すなわち企業 1は， C39)の場合には 0く Oなる嘘を付くことによ
って自己の利潤を増やすことが可能であり，。ゅの場合には()>0なる嘘をつ
くことにより利潤を増やすことが可能である。
ー『で Bdl の値を具体的に計算する。まず企業 lの最適条〆1-b 1 - 2 C 1 XIi-/ 1= :-L~ 一
件から〆i-b1一 2Clxli=ーがltfである。ゆえに銑=ーんとÇ3~より倒
の不等式は，
slμ1 - 1く 2κ(sl+Cl)A
と書き直せる。倒よりんμ1= y2 であり，また~~の y と x の聞の関
sIs2-r2 
係を利用するとこの不等式は，
1 _ 1 
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